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研究成果の概要（和文）：1９９０年代からセミパラメトリック、ノンパラメトリックな統計手

法を用いた計量経済分析は現在広く経済理論の実証分析、政策分析などに用いられるようにな

ってきた。これらに関しては、比較的新しい分野であり、特にミクロデータやパネルデータの

公開が進むと共にその統計手法上の進展が見込まれ、また望まれている。本研究は、そういっ

た方向の計量経済手法の開発すると共にその統計的性質の解明を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：Econometricians have used nonparametric and semiparametric 
techniques to investigate economic data for empirical justification of economic theories and 
policy evaluation since 1990s. This is still a relatively new topic in this field. With the 
advances of IT technology, micro data and panel data are getting accessible more easily and 
the need for such modeling and statistical methods is becoming more and more important. 
We have developed such methods aaplicable in econometrics. 
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１．研究開始当初の背景  

２．研究の目的  計量経済学におけるセミパラメトリック、
ノンパラメトリックなモデリングが一般的
になり、そのモデル同定、推定、検定、モデ
ル選択といった統計的手法の開発、あるいは
その統計的性質の解明が待たれていた。 

 計量経済学におけるセミパラメトリック、
ノンパラメトリック法の推定、検定、モデル
選択、判別分析といった手法についての統計
的性質を漸近理論を用いて明らかにするこ



と。 
 
３．研究の方法 
 漸近理論を用いて数学的に厳密な形で上
述の統計手法の性質を明らかにすると共に、
その小標本の下での性質をシミュレーショ
ンによって調べた。また、関連する研究者と
の交流のために国際研究集会を２度開催し、
また京都大学経済研究所において月に２回
程度のセミナーを開催した。 
 
４．研究成果 
2006 
Taniguchi, et.al は、金融資産の収益率過程
が従属、非正規と想定して、LeCam 流の最適
推測論を基にして、統計的金融工学を構築し
た。金融データの解析について、Hoshikawa 
et.al.と Ubukata and Oya がノンパラメトリ
ックな integrated volatility の推定、検定
に関する研究を行った。関連して、Matsuda 
et.al.は多変量時系列のノン・セミパラメト
リックのモデル選択規準として CV 法を応用
することを提案し、その漸近特性を導いた。
Tanizaki et.al. (2006)は、ブートストラッ
プ法を用いて自己回帰モデルのパラメータ
の推定値の小標本バイアスを取り除く方法
を提案した。 
AI 需要システムでは，説明変数と被説明変数
との間に相関があるが，従来ではこれを無視
して推定が行われてきた。溝渕・谷崎は，3SLS
とブートストラップ法を用いて，内生性と信
頼区間の問題を同時に解決する方法を提案
し，日本の 10 品目の需要システムを推定し
た。 
バウンド分析の重要性は従来から認知され
ていたが、バウンドそのものが広く、実用的
ではなかった。Blundell et.al.は、ある種
の定性的な制約を加えることにより、バウン
ドがタイトになる場合を示し、またインター
クアンタイルは定性的な制約なしにでも従
来の方法よりタイトなバウンドがあること
を示した。 
Hitomi et.al.(2006)は、モーメント条件で
表されるセミパラメトリック推定量の漸近
分散が、真のノンパラメトリック関数を使う
よりもその推定量で置き換えた時の方が小
さくなる現象がどのようなときに生ずるか
調べ、計量経済学においてその例をいくつか
示した。 
 平成１８年７月１５～１６日に、京都大学
においてセミパラメトリック法を用いた計
量経済理論に関する国際コンファレンスを
開催し、約７０名の出席者を得て、活発な議
論がなされた。 
 
2007 
市 村 は "Implementing Nonparametric and 

Semiparametric Estimators"において、計量
経済学で用いられるノン・セミパラメトリッ
ク推定量の性質にかんして、網羅的なサーヴ
ェ イ を 行 な い 、 ま た "Changes in the 
Distribution of Male and Female Wages 
Accounting for Employment Composition 
Using Bounds"において、最新のバウンド推
定の手法を用いて、男女の賃金分布の変化を
分 析 し た 。 西 山 、 人 見 は "Efficient 
Estimation and Model Selection"でグルー
プ化されたデータの最尤推定の問題を考察
し、GMM 推定量はそれと同じ 1 次漸近特性を
持つことを示した。谷口は"Non-regular 
estimation theory for piecewise 
continuous spectral densities"において、
スペクトル密度関数に不連続点がある場合
の推測論を展開した。この場合は LAN 性が
なりたたず、特に不連続点の推測では MLE 
は漸近有効にならないが Bayes 推定量は 漸
近有効になるという結果を得た。これは非正
則な状況での推定問題として理論上重要な
結果である。また、谷口は著書"Optimal 
Statistical Inference in Financial 
Engineering"を出版した。これは局所漸近正
規性に基づく時系列の最適推測論を基礎と
した統計的金融工学の理論を解説したもの
であり、多くの研究者にとって有益な参考文
献である。谷崎は、「AI 需要システムによる
弾力性の推定について： ブートストラップ
法の応用」において、AI 需要システムを 3段
階最小二乗法とブートストラップを組み合
わせて、セミパラメトリック推定を行った。
既存研究はパラメトリックなアプローチを
とるが、この研究では分布を仮定しない手法
が提案されており、今後同分野の文献に与え
る影響は大きいと予想される。 
 
2008 
本年度は以下の研究成果を上げた。矢島は松
田との２件の共同研究を行った。第一に成分
時系列間の独立性、条件付き独立性、
separability など多変量線形時系列に対す
るノン・セミパラメトリックな検定問題を統
一的に扱える検定統計量を提案した。第二に
空間的に不規則な間隔で観測されるデータ
に対して、フーリエ解析を一般化した方法を
提案した。それを関東一円の公示地価の分析
に応用した。また、矢島はで近年の時空間統
計解析の進展についてサーベイした。谷口は、
小 方 と の 共 同 論 文 で ス ペ ク ト ル の 
Cressie-Read power divergence に基づいて、
非正規定常過程のセミパラメトリックな経
験尤度推測、検定を議論した。また、蛭川、
玉城との共著書籍で、局所漸近正規性に基づ
く時系列の最適推測を論じ、金融工学に応用
した。大屋は、生方との共同研究で、高頻度
金融データに含まれる市場ノイズの性質を



明らかにするための推定量と検定統計量を
提案した。また、大賀との共同研究で、株価
の循環的な変動特性に注目して MS-GARCH-t 
モデルを提案し、日次株価指数の分析を行っ
た。谷崎は、羽森との一連の共同研究におい
て実証研究を行った。第一に構造的 VAR モデ
ルを用いて，アフリカ 6 カ国の 1990 年代初
期以降の為替レートの変動要因を調べた。第
二に日、英、米の株価変動の依存関係を調べ
た。人見は、Hanushek, Lavyとの共同研究で、
エジプトの小学校の退学データを用いて、退
学決定を家計の合理的な行動から説明した。
人見と西山は、モーメント条件に関する推定
問題について、２件の研究成果を発表した。
個人情報秘匿等の目的のために所得統計な
どの多くのデータはグループごとの頻度と
グループ内の平均しか公表されないが、この
状況で分布のパラメータを効率的に推定す
るためのモーメント推定法を提案した。第二
は奥井との共同論文で、有限次元ベクトルと
無限次元の関数という 2種類のパラメータを
持つセミパラメトリックモデルにおいて、無
限次元部分が既知の場合の方が、未知で推定
する必要のある場合よりも有限次元パラメ
ータの推定量の分散が小さくなるという逆
説的な現象の発生メカニズムを解明した。 
 また、今年度は本科学研究費により、１７
件のセミナーを開催し、米、豪、カナダ、香
港、韓国から研究者を招いた。１１月にいく
つかの関連する科学研究費との共催による
国際研究集会を開催し、ベルギー、ロシア、
イタリア、韓国から研究者を招待して活発な
議論を行った。 
 
2009 
本年度は主として以下の４項目に関する研
究結果を得た。第一に、一般的な多変量線形
時系列モデルに対する様々なノンパラメト
リックあるいはセミパラメトリックな検定
問題に汎用的に利用できる検定統計量を提
案し、その理論的な性質が導出された。適用
可能な検定問題としては独立性の検定、分離
可能性の検定、自己共分散（相関）関数の同
一性の検定、時間可逆性の検定、条件付き独
立性の検定などが考えられ、極めて汎用的な
結果が得られている。 
金融時系列分析に関しても一定の成果を得
た。株式、債券等の約定価格は真の資産価値
とマイクロストラクチャーノイズから構成
されているが、それらの構成要素はともに観
測されない。そのようなデータが観測されて
いる状況で、観測されないマイクロストラク
チャーノイズの時系列的な従属性を観測約
定価格からノンパラメトリックに推定する
方法が提案された。 
非正規定常過程のスペクトル密度関数に対
して 経験尤度型 Cressie-Read 検定統計

量を導入しその漸近理論が構築された。また、
これに基づく時系列指標の信頼区間構成も
提案された。Cressie-Read Power Divergence 
Test は経験尤度テストの一般化であるとも
考えられるが、その小標本特性は知られてお
らず、それをモンテ・カルロ実験によって調
べた。さらに，ブートストラップやバートレ
ットなどのサイズ修正を行った検定と比較
した。 
長期記憶攪乱項をもつ時系列回帰モデルで、
残差スペクトルの母数ベクトルの一部がゼ
ロに近いと想定されるとき、そうでない部分
母数の制約付き最尤推定量、非制約最尤推定
量、予備検定推定量の asymptotics を明らか
にし MSE を評価した。これらの MSE の数値評
価を行い長期記憶構造が３つの推定量にど
のように影響するかをみた。 
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